










帰路についた三甲二十一号は、11 月 17 日、山東半島沖を過
ぎたところで、数日にわたり暴風に襲われ、12 月 10 日になっ
てやっと風はおさまった。
　この嵐の中、航海士の彭錦初（51 歳）が死亡、残り 19 名
の船乗りたちは、西風に吹かれるままに伊勢の田曽浦（たそ
うら。当時は紀州藩の領地。現・三重県南勢町）沖に漂着、










　江戸末期の写本であり、大きさは縦 23.5 cm、横 17 cm で、
2 冊が合本されている。本稿ではこの資料を「安政二年正月
伊勢田曽浦清国商船漂着記録」と題した。
　第 1 冊（全 64 丁）の表紙題箋には、「大清国商船田曽浦へ
漂流　礫浦へ曳入り御取扱中諸事控」（写真 1）とあり、表紙























　筆談記録から、生存者 19 名の年齢構成は 20 歳代 7 名、30
歳代9名、40歳代2名、50歳代1名、皆を代表して筆談にあたっ












































崎に送られ、同年 5 月には中国に向け帰航したという 6）。
　安政 2 年（1855）から 3 年までの間、長崎奉行がまとめた
























1） 参考資料① 58 頁掲載「執照」翻刻文による。
2） 参考資料① 58 頁掲載「完照（図 5）」による。




5） 『中日大辞典』増訂第二版 1818 頁　大修館書店 1987。
6） 参考資料② 534 頁。
7） 参考資料② 532 頁。
8） 参考資料① 52 ～ 59 頁。
